
別子校区まちづくり懇談会 開催結果報告書 

 

開催日時    平成２８年８月５日（金） １９：００～２０：１５  

場所      別子山公民館 

司会・進行   和田 校区連合自治会長 

参加者数    男 ４７人   女 １１人    合計 ５８人 

 

 

 

質疑応答（要約） 

１．連合自治会共通の市政課題 

市政課題名（校区防災訓練について） 

（中部自治会長） 

  一昨年度より、市の総合防災訓練に代わり校区単位での防災訓練実施の形に移行され、

別子山地域でも時期的に年度末近くという忙しい時期、各機関にご迷惑をおかけした経緯

がございますが、地域住民総動員で地域防災を考え行動する機会とするため、昨年度は避

難所開設に伴う避難訓練から、けが人など被災者を応急的に搬送する方法を学ぶ訓練、三

角巾を使った応急処置訓練を学び、まさかの事態に対応する技術を学び、防災講演会では

「身近で出来る防災対策」と題しご講演をいただきました。 

 この様に、幅広い年齢層の皆さんに訓練を体験していただくことは必要不可欠で、自助・

共助の精神を身をもって体験していただき、日頃の備えを万全のものとして行きたいと考

えております。 

 問題点としては、市内各校区と違い、集落が点在していることもあり、ご高齢の皆さん



には各自治会員の皆さんに搬送をお願いするなど無理がありました。 

 また、想定される災害の設定を行わずに、訓練を実施したこともあり、目的意識が明確

でなかったことなど、今後の活動としては、昨年度の反省も踏まえ、想定される災害等を

明確に設定し、その時どう動くべきか、どう対処すべきか等、起る前と起った後の対処法

を学び、防災の基本を認識し、訓練の成果が見えるものとして行きたいと考えております

ので、訓練では、最大の効果をもたらすよう、実際の災害体験者や被災者などのお話をお

聞かせいただき、まさかの事態に備えることも重要と考えています。 

 そこで、次回の防災訓練では、体験談をお話しいただく講師をご紹介いただくことや、

公民館等の避難所指定を行っている施設に対して、水や食料などのいざと言う時のために、

備蓄用物資を提供いただくことが出来ないものか教えていただきたい。 

 また、避難のためには必要不可欠と思われるライフライン、特に道路等今後の改良計画

や危険個所の補修状況等わかる範囲でご説明いただきたい。 

 

回答（市民部長） 

 防災訓練のうち、体験談の講師紹介についてですが、熊本地震発生後、新居浜市からも

様々な活動支援に職員が派遣されております。被災地の状況や活動状況について、お話し

をさせていただくことが可能ですので防災安全課までご相談ください。 

 次に公民館等への備蓄用物資の提供についてですが、市では平成２７年度から市内の

小・中学校に順次、食用品、飲料水、生活日用品、携帯トイレ、毛布等の分散備蓄を行っ

ております。別子小中学校につきましては、食料品、飲料水、生活日用品を平成３０年度

に、毛布を平成３１年度に、携帯トイレを平成３４年度に配備する予定となっております

ので、今しばらくお待ちいただきたいと存じます。 

 災害に対する備蓄については、急ぐものもあることから連合自治会で取り組むソフト事

業に対するコミュニティ活性化交付金を活用して、校区防災訓練を実施する際、訓練を目

的に必要に応じて消耗品や備品を購入していただくことも可能です。交付金につきまして

は、地域コミュニティ課に相談して頂ければと思います。 

（建設部長） 

 広域的な緊急輸送道路を所管する愛媛県に問い合わせたところ、次の回答をいただきま

した。 

 （主）新居浜別子山線については、大型車通行不能箇所が 13 箇所あり、そのうち 12 箇

所について対策工事が完成しており、残る 1箇所は平成 29年度に完成する予定です。 

 また、離合困難箇所については 10箇所あり、そのうち 4箇所について対策工事が完成し

ており、残る 6箇所のうち 3箇所については今年度に完成する予定です。 

 残る 3箇所については、順次事業を進めていく予定です。 

 危険箇所の整備状況については、平成 8年度及び平成 20年度の防災点検により、対策が

必要な 101箇所のうち、96箇所について対策工事が完成しており、残る 5箇所については、



平成 29年度に用地買収を行い、順次工事を進めることとしています。 

 また、橋梁耐震補強工事が必要な橋梁については 24 橋あり、そのうち 22 橋は対策工事

が完成しており、残る 2橋については今年度に完成する予定です。 

 

２．校区課題 

課題名（ 「別子山」パンフレットについて ） 

質問（西部自治会） 

 マイントピア別子、東洋のマチュピチュ東平のパンフレットなどは溢れんばかりにある

が、別子山に関するパンフレットは合併直後に発行したもので、内容も古く観光・登山の

宣伝の役には立たないし、観光客に上げるほどの量は残っていないため、「別子山」「旧別

子」のパンフレットか小冊子を作成して欲しい。 

 

回答（経済部長） 

 別子山パンフレットにつきましましては、新居浜市全域を取り扱う別子・翠波はな街道

ロードマップや観光協会が出している新居浜紀行などの総合パンフレットの中で、旧別子

の探索等を紹介しております。 

しかし、別子地域に特化したパンフレットとしては、登山と観光ガイド「別子の山々」

のほか、別子山支所で平成 24 年に製作した「あかがねの里別子山」（16 ページ 3000 部作

成）が残り約 500 部となっており内容的も若干古くなっているところもありますので、新

たなパンフレットの作成に向け地域の皆様のご協力を得ながら内容の見直しを検討してま

いります。 

 

課題名（ 別子山地域内の側溝の清掃等について ） 

質問（東部自治会） 

 別子山地域内全域の県道・市道・林道等に敷設されている側溝の土砂・落葉等を撤去す

る清掃をお願いしたい。これまでも要望を行ってきて、人家近くのものから実施するとの

返答はもらっているが、長年にわたる堆積により道路側溝の機能を果たしていない状態が

続いている。これが原因となり、現在、復旧中の大田尾線の崩落のようなことになるので

はないかと心配している。また、同様に道路上に覆いかぶさる樹木の伐採をお願いしたい。

たびたびの伐採を行っているような箇所は、樹木自体の撤去などが必要ではないかと考え

ております。 

回答（建設部長） 

 県道分につきまして、愛媛県に問い合わせたところ、次の回答をいただきました。 

 「今年度は、６月中旬に別子山土居線の人家近くにおける側溝の清掃を実施しておりま

す。今後も、道路パトロールで側溝の土砂・落葉等の堆積状況を確認し、著しい堆積が確

認された場合は、随時清掃を行う予定としております。 



 また、道路上に覆いかぶさる樹木の伐採については、本来であれば樹木の所有者（地権

者）に伐採していただきますよう対応をお願いするところですが、車両の通行上、支障を

きたす場合については、道路パトロールを行いながら随時対応について検討しますので、

ご理解とご協力をお願いします。」 

 新居浜市道分につきましても、人家の近辺で特に堆積が酷い箇所から優先的に進めてま

いりますが、今年度は昨年度に要望をいただいた蔭地線の側溝清掃を１０月以降に実施す

る予定としております。その他の箇所につきましても、優先順位等について地元自治会と

も協議させていただいた上で順次、側溝清掃を実施していきたいと考えております。 

 また、市道部分について、道路上に覆い被さるような樹木の情報は今のところありませ

んが、今後、日常のパトロールや地元からの情報提供により適切に対応してまいります。 

 林道につきましても、予算の範囲内で人家の近辺で特に堆積が酷い箇所から優先的に作

業を進めてまいります。昨年度と同様、３月頃に実施予定としております。 

 

（大成自治会） 

 定期的にパトロールを実施しているとのことであるが、つい先日、ダンプカーが急ハン

ドルで対向車線にはみ出し、自分も急ハンドルでよけて何とか事故は避けられた。普通車

の目線と大型車の目線では全く違うことも考慮した上で、撤去作業をお願いしたい。 

（連合自治会長） 

 我々もできることからとの思いで、目に余る場合にはトラックの荷台に脚立を据えて伐

採したりすることもあるが限界がある。作業用の車でも貸してもらえるものなら、ある程

度の作業はできるが。 

（建設部長） 

 本日のお話を、県の方に伝えさせていただきます。 

 

 

課題名（ 別子山公民館の改修について ） 

質問（大成自治会） 

 別子山の公民館を利用するには、急な斜面、段差、階段を越えなければならない。高齢

者、足腰の悪い人、車いす利用の人は公民館を利用することはとても無理な状態である。 

 過疎地域活性化・自立促進等に向け、公民館改修が必要と考えられるため、別子山振興

基金を活用し、バリアフリー化とエレベーター設置についてぜひお願いしたい。 

回答（教育長） 

 別子山公民館を利用するには、急な斜面、段差、階段を越えなければならず、足腰の悪

い人には利用が難しいと思います。 

公民館をどのように使っていくことが、地域の皆様にとって一番いい利用形態であるの

か。公民館を含め社会福祉センターなど別子の中にもいろいろ施設があります。その役割



を皆さんと一緒に検討してどの施設をどう使うのが地域にとって一番有効な使い方かを一

緒に考えていけたらと思います。 

別子山振興基金をどのように使うのが一番いいかを一緒にもっと議論していいテーマで

あると思っております。 

公民館の横には、体育館もあり、いろいろな機能でこの公民館を使っていると思います。

その使い方ももう一度、我々も拾い出してみてこの施設が一番有効になるような方法を共

に考えていきたいと思いますので、そういう場を持っていただいて議論を重ねて行けたら

と思います。 

 

（大成自治会） 

 福祉センターの利用を検討ということで、よい提案だとは思うが、福祉センターは全体

の規模、調理室は手狭で、何か作って皆で楽しむことは難しいように思う。公民館２階の

調理室は、広く施設も整っている。せっかく良い施設があるのだから、改修して使えるも

のならそれが一番良い、というのが私の思いです。 

 

３．その他 

（大成自治会） 

 市長から先ほど、これからの新居浜市の展望・施策について説明いただいたが、これか

らの５年間で別子のために何をしていただけるのでしょうか。具体的にお話しいただける

のであれば伺いたい。 

（市長） 

 まず、今取り組んでいることを将来伸ばしていって頂きたい。それと現在検討されてい

る企業組合を立ち上げて頂いて、別子の方々でこの街をどうしていきたいか示して頂けれ

ば市としても可能な限り支援はしていきたいと思います。 

新居浜市として別子をこうしたいというのであれば、やはり別子山は林業であると思い

ます。4月に住友林業さんにお願いして森林整備計画を作っていただいて、木材センターで

どのように付加価値を付けていくかということを行うのが最も別子に合っていると思いま

す。ただ、それだけではいけないのでいろいろな事業に取り組んで頂きたいと思っていま

す。 


